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研究成果の概要（和文）：看護においてEvidence Based Nursing(EBN)実践の看護研究教育モデルを構築するた
めに、インタビュー調査、調査票、文献レビューから看護師の研究リテラシーの現状を明らかにし、大学院修了
者を活用することで大学と臨床の連携による組織的なEBN実践のための看護研究教育プログラムを構築した。そ
の結果、職場でのEBN活用は大学院履修者に高い傾向を示しており、EBN担当看護師（PhDナース）が臨床看護師
に対しEBN支援を図ることで、研究費取得や看護研究の発表数増加、看護研究実施の定着が図れた。EBN導入によ
る経済効果算出はで/5程度削減が見られたが、病期と合併症が課題となった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop research-education model for 
evidence based nursing (EBN). Interview, survey, and literature review revealed that EBN was highly 
depended academic credentials especially graduate degrees. The PhD nurses were effective to support 
gaining research funding and activate nursing research. The cost-benefit analysis along with 
benchmarking process showed approximately one fifth of economic effect on EBN introduction for 
peripheral arterial disease, but stage and complications were issues in the future.

研究分野： 看護管理
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

1. 研究開始当初の背景 
 
看護において Evidence Based Nursing 
(EBN) を行うためには、看護師の基本的な研
究リテラシーが不可欠である。しかし、看護
業務過多、指導者・教育の不足、研究支援体
制の未整備等により、EBN の実践・導入す
る看護研究はほとんど行われていない。臨床
看護職による研究活動は病院単位で行われ
てきたが、科学的方法を踏襲していない研究
も多く看護のエビデンスの構築に充分寄与
していないことが指摘されるとともに、業務
と並行して行う研究活動の困難さが示され
てきた。国外でも同様に、病院看護師の研究
知識や研究に必要なスキルの欠如、不十分な
時間、指導者の不足などが看護活動の障壁と
して特定 2)され、看護師の研究実践に対する
準備状態を整える困難さを暗示している。 

当研究者らは、米国で開発された看
護専門性尺度(Professionalism in Nursing 
Behavioral Inventory)を用い日本の看護師
に対する全国調査を行っている。その結果、
専門性の構成因子（看護理論の実施・研究の
実施・出版活動・継続教育・地域貢献・自律
性・組織への参加・看護綱領遵守）のうち、
“研究の実施”が弱いことが明らかとなった。
特にこの因子得点は臨床経験年数と相関が
弱く、大学院卒の看護師は高いスキルを備え
ているという結果から、大学院卒以外の臨床
看護師に対する研究スキル教育が未充足で
ある可能性と管理運営面からの教育資源の
投資の必要性を示唆するものと考えられた。 
このような背景において、日本の臨床看護職
の研究に関連する教育背景や研究関連のス
キルがどのような準備状態にあるのか明ら
かにした研究は少なく、測定ツールも見あた
らない。EBN を導入し科学的根拠に基づい
た看護の実践のためには、まずその障壁と臨
床看護師の研究への準備状況を明らかにし、
管理運営面からの効率的な支援を検証する
ことが急務となっている。 
 
２．研究の目的 
 
臨床看護師の EBN 構築の現状を把握すると
ともに、研究リテラシーを向上させ、大学院
修了者を活用することで大学と臨床の連携
による組織的な EBN 実践のための看護研究
教育プログラムを構築する。EBN 導入によ
る看護研究の変容と看護ケアに係わる経済
効果を評価することで EBN 導入の評価を行
う。 
 
３．研究の方法 
 
1) 臨床看護師の EBN 実施における現状解明
のため、文献レビューと 8名の看護師にイン
タビューを実施し、EBN に対する意識、実施
状況、看護業務手順書の作成方法等の現状調
査を行うことで、EBN 導入における課題とそ

の要因、ニーズを明らかにし、看護研究教育
モ デ ル 構 築 に 反 映 す る 。 Information 
Literacy for Evidence-Based Nursing 
Practice (ILNP)の日本語版を作成し、臨床看
護師の研究リテラシーを図る尺度を開発す
る。 
 
2) 大学院修了者を活用した EBN 導入による
看護業務手順書の改訂と看護研究教育モデ
ルを構築、EBN 導入による看護研究の変容と
看護ケアに係わる評価を実施する。その際、
看護研究助成金の獲得支援や院内で実施さ
れる看護研究・EBN の啓蒙・教育・監督・相
談なども実施し、看護研究と EBN の定着を図
る。 
 
3) EBNに基づいた改訂版看護手順書に沿った
看護実施での経済効果を算出する。経済効果
算出は Benchmarking process に則り、
Cost-Benefit 分析法を用いる。下肢虚血によ
る潰瘍形成に対する入院期間の延長と治療
による費用対効果、看護サービスの費用化
（related value scale を使用）により総括
的な経済効果を算出する。 
 
４．研究成果 
 
インタビュー、アンケート調査、文献レビュ
ーの結果から、EBN 実践のための看護研究モ
デルの概要を明らかにした。EBN 実践のため
のEBN実施手順の遵守や研究実施には学位の
影響が強く、特に大学院履修者は有意に高か
った。インタビュー調査から臨床看護師が
EBN 実践時に学術論文等より先輩に情報を求
める頻度が最も高く、このことから中堅層や
経験年数の長い看護師へのEBN導入が最も効
果的なEBN実践のための看護研究教育モデル
となりえることが示唆された。 

そのため、EBN 導入による看護研究
教育プログラムを実施には、EBN 担当看護師
として PhD ナースが臨床看護師に対し、看護
研究助成金の獲得支援や院内・院外で実施さ
れる研究会での発表を支援しながらEBNの定
着を図ることで、研究費の取得 6件、看護研
究の発表 15 件、論文執筆 5 件であり、年々
件数が増加し、看護研究実施の定着化が図れ
た。 

EBN に沿った手順書の導入を実施す
ることで、下肢虚血による潰瘍形成がある患
者への経済効果を算出した結果、総括的な経
済効果では約1/5程度の経費効果が見られた
ものの、病期と合併症で大きく算出のブレが
生じるため、専門家の中でも意見が分かれた。
看護サービスの費用化はEBN実践導入で差は
出なかったが、潰瘍発生率は低下、入院期間
の延長と治療による費用対効果は病期と合
併症で違いがあるため今後の課題としたい。 
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